
税
関
で
は
戦
後
、
海
外
か
ら
引

き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お

預
か
り
致
し
ま
し
た
、
約
87
万
件

の
左
記
の
よ
う
な
未
返
還
の
保
管

証
券
類
を
お
返
し
し
て
お
り
ま
す
。

◎
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
　

て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
　

の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
ら
れ
　

た
通
貨
・
証
券
。

◎
帰
国
前
に
樺
太
（
真
岡
、
大
泊
、

豊
栄
、
留
多
加
な
ど
）
、
満
州

（
瀋
陽
、
吉
林
、
撫
順
、
鞍
山

な
ど
）
に
あ
っ
た
在
外
公
館
、

日
本
人
自
治
会
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
類
の
う
ち
日
本
に

返
還
さ
れ
た
も
の
。

【
保
管
証
券
類
と
は
…
】

税
関
が
保
管
し
て
い
る
通
貨
・

証
券
類
に
は
、
携
帯
輸
入
が
禁
止

さ
れ
た
一
定
額
を
超
え
た
も
の
に

つ
い
て
上
陸
港
で
引
揚
者
か
ら
税

関
が
預
か
っ
た
『
上
陸
港
扱
い
の

保
管
物
件
』、
外
地
か
ら
の
引
き
揚

げ
の
際
、
在
外
公
館
又
は
日
本
人

自
治
会
へ
寄
託
さ
れ
、
最
終
的
に

税
関
に
移
管
さ
れ
た
『
外
地
扱
い

の
保
管
物
件
』
が
あ
り
ま
す
。

※
返
還
の
請
求
は
ご
本
人
だ
け
で

な
く
ご
家
族
の
方
で
も
構
い
ま
せ

ん
。「
も
し
か
し
た
ら
家
に
も
…
」

と
お
気
づ
き
の
方
は
、
お
気
軽
に

最
寄
り
の
税
関
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
税
関
支
署
網
走
出
張
所

†
０
１
５
２-

43-

５
８
１
１

平
成
25
年
度
「
救
急
の
日
」
の

事
業
と
し
て
、
一
般
町
民
を
対
象

と
し
た
『
町
民
救
急
医
療
教
室
』

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

美
幌
国
保
病
院
循
環
器
内
科
部

長
の
松
井
先
生
に
よ
る
救
急
医
療

講
演
が
行
わ
れ
る
他
、
家
庭
内
、

学
校
、
事
業
所
等
で
心
肺
停
止
し

た
傷
病
者
に
遭
遇
し
た
際
に
必
要

な
、
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

多
数
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
　
時

９
月
６
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

会
　
場

町
民
会
館
　
講
堂

参
加
対
象

津
別
町
在
住
の
町
民

実
施
内
容

q
救
急
医
療
講
演
「
動
悸
の
原
因
」

講
師
　
美
幌
町
立
国
民
健
康
保
　

険
病
院
循
環
器
内
科
部
長
　

松
井
寛
輔
氏

w
実
技
指
導
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し

た
心
肺
蘇
生
法

問
い
合
わ
せ
先

津
別
消
防
署
救
急
担
当

†
76-

２
１
８
９

過
激
派
は
、
平
和
で
自
由
な
民

主
主
義
社
会
を
暴
力
で
壊
そ
う
と

し
て
い
る
反
社
会
的
な
集
団
で
す
。

こ
れ
ら
の
集
団
は
、
表
面
上
暴

力
性
を
隠
し
て
市
民
運
動
に
参
加

し
た
り
し
て
各
界
各
層
へ
の
浸
透

を
図
っ
て
い
る
一
方
、
警
察
な
ど

に
対
す
る
違
法
な
調
査
活
動
を
組

織
的
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
違
法
な
調
査
活
動
は
、

非
公
然
活
動
家
が
ア
パ
ー
ト
な
ど

に
潜
伏
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
署
で
は
、
津
別
町
民
の
皆
さ

ん
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
、

こ
れ
ら
過
激
派
の
壊
滅
に
向
け
て
、

非
公
然
活
動
家
の
発
見
や
指
名
手

配
犯
人
の
逮
捕
に
向
け
て
全
力
を

尽
く
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
身
の
周
り
で
「
変
だ

な
？
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
遠
慮
な
く
警
察
署
ま
で
連

絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先

美
幌
警
察
署

†
72-

０
１
１
０

ふるさと納税制度は、「ふるさとを応援し

たい」、「好きな地域を応援したい」という

思いをかたちにするために、寄附金相当額

を所得税と個人住民税から控除することに

よって応援したい自治体に税金を納めるこ

とを可能にする制度です。

津別町も「ふるさとつべつ応援基金」を

創設し「未来に向けて応援してください！」

をキャッチフレーズに、ホームページでの

ＰＲや東京つべつ会の皆様から紹介された

方々に対し、パンフレットを送付していま

す。制度の趣旨をご理解いただき、知人、

友人をご紹介下さるようお願いします。

戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て

来
ら
れ
た
方
々
へ

過
激
派
ア
ジ
ト
の
発
見
に

ご
協
力
を
！

９
月
６
日
「
町
民
救
急
医
療

教
室
」
を
開
催

いざという時に、役立ちます！【電柱番号】

～消防本部 通信室からのお知らせ～

問い合わせ先
美幌・津別広域事務組合消防本部通信指令室　†73－1211

消防署では、緊急通報時に通報者自身の現在地が分からない時な

ど、通信員が近くの電柱の北海道電力電柱番号を尋ねますので、番

号を教えていただければ災害発生場所を特定することができます。

・
北
海
道
電
力
の
電
柱
に
は
、
固
有
の
電
柱
番
　

号
と
い
わ
れ
る
識
別
番
号
が
付
い
て
い
ま
す
。

年
月
が
経
ち
「
画
区
図
番
の
号
」
な
ど
の
表

示
が
消
え
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

・
数
字
は
上
か
ら
２
桁
で
６
組
伝
え
て
く
だ
さ

い
（
例
〜
54
・
50
・
98
・
18
・
12
・
67
）。

こ
の
プ
レ
ー
ト
に
電
柱
番
号
が
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
道
路
に
面
し
た
地
上
３
〜
４

メ
ー
ト
ル
位
の
位
置
に
つ
い
て
い
ま
す

２
桁
の
番
号
を
上
か
ら
順
に
伝
え
て
下
さ
い

プレートの拡大写真です

問い合わせ先

総務課・住民企画課　†76－2151

働
く
若
者
が
充
実
し
た
職
業
生

活
を
営
み
、
積
極
的
に
社
会
の
一

員
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
勤

労
青
少
年
団
体
等
が
行
う
活
動
の

指
針
と
し
て
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
　

住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
で

応
募
し
て
下
さ
い
（
応
募
は
一

人
10
点
以
内
、
作
品
は
未
発
表

に
限
り
ま
す
）。

締
　
切

10
月
20
日
（
日
）
必
着

賞
大
賞
　
１
点
　
賞
金
１
万
円
　
他

応
募
先

〒
１
６
４
・
８
５
１
２

東
京
都
中
野
区
中
野

４
・
１
・
１

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
　

８
Ｆ

（社）
日
本
勤
労
青
少
年

団
体
協
議
会

発
　
表

12
月
下
旬
に
（社）
日
本

勤
労
青
少
年
団
体
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

北
海
道
労
働
局
で
は
、
中
小
企

業
事
業
主
に
対
し
、
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
に
応
じ
た
賃
金
の
引
き

上
げ
を
行
う
た
め
の
経
営
改
善
に

取
り
組
む
支
援
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

最
低
賃
金
ワ
ン
･
ス
ト
ッ
プ
無
料

相
談経

営
、
労
務
管
理
の
課
題
を
明

ら
か
に
し
、
専
門
家
が
問
題
解
決

を
支
援
し
ま
す
。

業
務
改
善
助
成
金

支
給
条
件

q
事
業
場
内
で
最
も
低
い
時
間
給

を
４
年
以
内
に
８
０
０
円
以
上

と
す
る
計
画
を
作
成
し
、
１
年

目
に
40
円
以
上
の
引
き
上
げ
を

実
施
す
る
。

w
労
働
者
の
意
見
を
聴
取
の
上
、

業
務
改
善
の
計
画
を
作
成
し
、

実
施
す
る
。

支
給
額

業
務
改
善
の
経
費
の
２
分
の
１
　

(

下
限
５
万
円
･
上
限
１
０
０
万
円)

問
い
合
わ
せ
・
申
請

〒
０
６
０
・
８
５
６
６

札
幌
市
北
区
北
８
条
西
２
丁
目
　
　

１
番
１
号
　
札
幌
第
１
合
同
庁
舎

北
海
道
労
働
局
基
準
部
賃
金
課

†
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１

（
内
線
３
５
３
４
）

『
テ
ロ
リ
ス
ト
を
入
国
さ
せ
な
い
、

テ
ロ
の
拠
点
を
作
ら
せ
な
い
、
テ

ロ
を
起
こ
さ
せ
な
い
』

本
年
１
月
、
北
ア
フ
リ
カ
の
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
で
日
本
人
を
含
む
多

数
の
者
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
が
発

生
、
ま
た
４
月
に
は
米
国
ボ
ス
ト

ン
で
マ
ラ
ソ
ン
の
ゴ
ー
ル
付
近
２

か
所
で
爆
弾
が
爆
発
し
多
く
の
死

傷
者
を
出
す
な
ど
、
国
外
に
お
い

て
不
特
定
の
者
を
標
的
に
し
た
テ

ロ
の
危
険
性
が
増
大
し
て
い
る
情

勢
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
は
ア
ル
・
カ
ー

イ
ダ
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
か
ら
米
国
の
同
盟
国
と
し

て
指
摘
さ
れ
、
テ
ロ
の
標
的
と
し

て
名
指
し
さ
れ
る
な
ど
国
内
に
お

い
て
も
テ
ロ
の
発
生
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。

当
署
で
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
早

期
発
見
・
確
保
に
向
け
た
対
策
を

推
進
す
る
と
共
に
、
公
共
交
通
機

関
に
対
す
る
警
戒
警
備
を
行
う
な

ど
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
人
や
車
、

荷
物
を
見
か
け
た
と
き
、
不
審
な

グ
ル
ー
プ
が
集
ま
っ
て
い
る
場
所

を
見
か
け
た
と
き
な
ど
は
、
警
察

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

美
幌
警
察
署
　
†
72-

０
１
１
０

「
勤
労
青
少
年
の
標
語
」
募
集

賃
金
引
き
上
げ
を
行
う
中
小

企
業
を
支
援

７
月
か
ら
相
生
地
区
で
活
動
し
て
い
る
檜
山
知
弘
さ
ん

と
檜
山
栄
味
子
さ
ん
は
、
ま
だ
結
婚
一
年
目
の
ご
夫
婦
。

東
京
都
出
身
の
知
弘
さ
ん
と
三
重
県
出
身
の
栄
味
子
さ
ん

が
、
縁
あ
っ
て
札
幌
で
出
会
っ
た
そ
う
で
す
。

知
弘
さ
ん
は
札
幌
で
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
関
係
の
仕
事
に

就
い
て
い
ま
し
た
が
、
二
人
と
も
自
然
の
近
く
で
暮
ら
し

た
い
と
の
思
い
が
強
く
、
今
回
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

応
募
し
ま
し
た
。

現
在
の
活
動
内
容
は
、
主
に
「
道
の
駅
あ
い
お
い
」
で

の
豆
腐
作
り
や
そ
ば
打
ち
、
食
堂
業
務
な
ど
。
地
域
活
動

と
し
て
、
あ
い
あ
い
さ
ろ
ん
の
手
伝
い
や
９
月
に
行
わ
れ

る
相
生
衆
楽
祭
（
し
ゅ
う
ら
く
さ
い
）
の
準
備
に
も
携
わ

っ
て
い
ま
す
。
「
地
域
の
皆
さ
ん
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ

い
て
、
仕
事
や
生
活
に
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
」
と
い
う
栄
味
子
さ
ん
。
余
裕
が
で
き
た
ら
家
庭
菜
園

作
り
に
取
り
組
み
た
い
そ
う
で
す
。

地 域 お こ し 協 力 隊 の ご 紹 介 w
※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
総
務
省
の
事
業
で
、
首
都
圏
等
か
ら

地
域
へ
移
住
し
、
地
域
の
生
活
支
援
や
地
域
活
動
に
協
力
し
、
将

来
は
地
域
で
就
業
ま
た
は
起
業
し
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
も

の
で
す
。

右・檜山知弘（ひやまともひろ）さ

ん／38歳、左・檜山栄味子（ひやまえ

みこ）さん／44歳

HP：http://www.nikkinkyo.org
メール：info@nikkinkyo.org
FAX：03-3389-1956

国
際
テ
ロ
の
未
然
防
止


